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□ 案内図　1/5,000

境川

計画地

赤枠は対象範囲を示す

　東日本大震災に伴う津波被害を教訓に定められた法律・基準等を基本にし、片瀬海岸３丁

計画地

42m

84m

126m

168m

210m

  Project

（仮称）片瀬海岸３丁目９番先津波避難施設整備事業実施設計

※上記 42mの算出方法は、歩行速度1.0m/秒をもとに

　ジグザグを考慮し、三平方の定理により√2により算出。
1

√2≒1.4142…

1

令和６年度令和５年度 令和８年度以降令和７年度

設計・工事発注 工事発注

建　築　工　事 建　築　工　事

運　　用 運　　用

基本・実施設計

指定緊急避難場所（津波）

　　用途地域：第一種低層住居専用地域

　　構造：鉄骨造２階建

　　用途：津波避難施設

　　敷地面積：963.25㎡

　　計画地：片瀬海岸３丁目９番先

　　（片瀬地区における避難困難区域の縮小を図ります。）

　　屋上階避難床：約440㎡（733人）

　　　　　　階段×１、スロープ×１

（１）階段とスロープを併設し、多様な人々の避難に対応できる施設とします。

　また、非常照明設備を設け、停電後30分は蓄電池による照明の点灯が可能とします。

（２）階段とスロープには、蓄光材を設け、停電時でも避難可能となるようにします。

（３）周辺住環境・景観に配慮した計画とします。

（１）スロープは、ユニバーサル基準に準拠した勾配とします。

（３）サインは、色彩、書体をわかりやすくしたものとします。

（１）周辺の住宅環境に配慮し、暖色系を基調とした色を採用します。

（３）監視カメラを設置し防犯対策を講じます。

（１）敷地概要

（２）建物概要

（仮称）片瀬海岸３丁目９番先津波避難施設整備事業

１　計画概要

３　主な設備等

４ 津波避難行動の想定

５ ユニバーサルデザイン

６ 環境配慮

７ 事業スケジュール（予定）

　　その他：倉庫、

（３）中間階に設ける倉庫には、災害時に必要な備蓄資機材を保管します。

（４）倉庫内に多機能トイレ１箇所と、組立式トイレ設置スペース（８箇所）を確保します。

（１）避難対象とする区域（上記案内図赤枠内）の全員が避難できる施設とします。

（２）防災訓練等の実施を通し、防災意識の向上を図る施設を目指します。

　備品として非常発電機を設け、非常回路の照明・コンセントの利用が可能とします。

　　建築面積：約554㎡

　　延べ床面積：約717㎡

（２）階段の踏面は28㎝程度、蹴上は17㎝程度とします。

（２）南側及び東側一部には再生木のルーバーを設置し、圧迫感を軽減します。

２　設計のコンセプト

　基本構想等の考え方を踏襲し、次のようにコンセプトを設定しています。

実施設計の概要等

目９番先津波避難施設基本構想及び基本設計の成果を踏まえて実施設計を行いました。

　　（区域住民の人数は、令和２年国勢調査の結果により算出しています。）
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　設計GL+7,050

　約440㎡

　避難人員：733人

　交差点周辺の環境配慮
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　開錠し進入可能
　戸の一部を破壊して
　普段は施錠

■出入口

　車いす、高齢者等
　の避難に活用
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■植栽帯
　隣地との緩衝帯としての
　緑化ゾーン

■倉庫

　1/12勾配　Ｗ＝2.0ｍ

■スロープ
　1/12勾配　Ｗ＝2.0ｍ
　車いす、高齢者等
　の避難に活用

■バルコニー

　車いす対応の他

　約152㎡

■中間階

　設計GL+4,050

■多機能トイレ 
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